
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人神代宗衛の上告理由について。

　所論第二の点に関する原審の事実認定は、原判決の挙示する証拠関係に照らして

首肯するに足り、右事実関係のもとにおいては、原判決の判断は正当として是認す

ることができ、原判決に所論の違法は認められない。それゆえ、論旨は採用するこ

とができない。

　所論第三の点に関し、原審は、民法一七四条五号にいう「動産ノ損料」とは、貸

寝具、貸衣裳、貸本、貸葬具、あるいは貸ボート等のような極めて短期の動産賃貸

借に基づく賃料をいうものと解するのが相当である。けだし、このような賃料は、

極めて短期に決済され、その弁済につき領収書を授受しないのを通常とするため、

特に短期の時効に服せしめてその権利関係を短期に決着させることにより、将来の

紛争を防止する要があるのであつて、同条同号の法意はこのように解すべきものと

考えられるからである。したがつて、土木建設用の重機械であるシヨベルドーザー

が、営業のため、数ケ月にわたり、毎月二五日締切り翌月一〇日払の約定で賃貸さ

れた本件のような場合における賃料は、右同条同号にいう「動産ノ損料」には該当

しないものというべきである旨の説示をするところ、原審の右判断は正当として是

認するに足りる。原判決に所論の違法はなく、論旨は採用することができない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。

　　　　　最高裁判所第二小法廷

　　　　　　　　　裁判長裁判官　　　　岡　　　原　　　昌　　　男
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